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照井 眞哉

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
、
花
園
精
舎
施
設
運
営
の
為

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
感
染
症
が
世

界
中
で
拡
大
し
、
早
一
年
を
過
ぎ
様
と
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
す
ぐ
に
収
束
す
る
で
あ
ろ
う
と
安
易
に
構
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
日
々
全
国
で
拡
散
し
感
染
対
策
に
よ
る
生
活
習

慣
が
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
が
休
校
に
な
り
卒
業
式
・
入
学
式
が
縮
小
・
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
キ
ャ
ン
プ
等
、
年

中
行
事
が
次
々
と
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
未
曾
有
の
こ

と
と
は
言
え
、
精
舎
の
子
ど
も
・
職
員
皆
が
例
年
と
異
な
る

生
活
様
式
に
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
職
員
と
子
ど
も

達
が
自
粛
期
間
中
で
も
楽
し
く
過
ご
そ
う
と
そ
れ
ぞ
れ
趣
向

を
こ
ら
し
、
デ
リ
バ
リ
ー
に
よ
る
食
事
会
や
蜜
に
な
ら
な
い

ラ
グ
ビ
ー
場
公
園
等
野
外
で
の
運
動
・
自
由
時
間
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
最
新
の
ゲ
ー
ム
機
で
満
喫
し
、
感
染
対

策
の
も
と
有
意
義
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
自
粛
期
間
の
中
で
も
全
て
の
職
員
が
子
ど
も
達
の
安

全
と
健
康
の
為
、
日
々
努
力
し
て
く
れ
て
い
る
姿
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

又
、
今
回
の
緊
急
事
態
宣
言
中
、
保
護
者
の
方
に
は
子
ど
も

達
の
面
会
・
外
出
・
外
泊
等
自
粛
要
請
に
対
し
、
ご
協
力
・

ご
了
承
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
こ
の
一
年
で
、
生
活
環
境
が
一
変
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
生
活
様
式
を
考
慮
し
な
が
ら
、
一
日

も
早
く
い
ま
ま
で
通
り
の
安
心
感
を
持
て
る
日
常
生
活
に
戻

れ
る
日
を
、
職
員
一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。

花 園 精 舎 だ よ り

【ご寄付・ご寄贈】

赤帽大阪府軽自動車
運送協同組合

熊代久美子 日本鏡餅組合 株式会社十勝フーズ 株式会社MATALBOX ワールドメイト

川口板金株式会社 ㈱サン・フレバー ㈱チュチュアンナ ㈱ANNNAPURUNA
大阪レグニット卸商協同組

合
前澤サンタ企画事務局

シャンメリー協同組合 ㈱日本廣告社
富山県新川ブロック

農協青壮年組織協議会
世界平和統一家庭

連合
松浦電機システム
株式会社

グロウ株式会社

合同会社
ユー・エス・ジェイ

㈱播磨屋 屋久島東部茶生産組織 協同食品株式会社 日光パッキン株式会社 会見 光宏

大阪いずみ市民
生活協同組合

シャープ産業株式会社
協同組合大阪紙文具

流通センター

一般社団法人日本
生活文化推進協議

会
㈱トータルデザインセンター ㈱フレーベル

日本コカ・コーラ
株式会社

㈱ネオグラフィック 大阪南ロータリークラブ 丸三冷蔵株式会社
公益社団法人

全国環境対策機構
㈱たかくら新産業

公益社団法人
全国環境対策機構

江崎グリコ株式会社 ㈱吉野家
㈱吉本興業ホール

ディングス
㈱関西みらい

フィナンシャルグループ
㈱関西みらい銀行

㈱みなと銀行
公益財団法人

全国環境対策機構
一般財団法人
H2Oサンタ

本郷南自治会
生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会大阪協会

千里丘観光開発
株式会社

株式会社浪花堂
株式会社
日本アクセス

大和雑穀株式会社
有限会社サイバード

リーム
日光パッキン株式会社



映画チケットの寄贈

西野亮廣さんが、自身の映画「えんとつ町のプペル」の

映画招待券を全国の児童擁護施設の子ども達にプレ

ゼントしたいとの企画から 12月20日に、東大阪市議会

議員大阪維新の会 井越ちかよさんが 、花園精舎の

子ども達へ映画鑑賞券を届けてくれました。

少し早いクリスマスプレゼントに、子ども達は皆大喜びで

映画を見に行く日を楽しみにしています。

【井越さん（写真左）から映画券を受け取る施設長（写真右）】

【 タ ブ レ ッ ト 端 末 の 導 入 】

職員間の引き継ぎ業務やユニット間での連絡

事項をスムーズに行ったり、オンライン研修、オン

ライン会議などにも迅速に対応していくために、

各ユニット毎にタブレット端末を配備しました。こ

れにより職員が他ユニットへ行かなくても、引き

継ぎや打ち合わせをスムーズに行えたりサー

バーへデータを保管することで、USBなどの紛失

のリスクもなくなりました。今後は子ども達のオン

ライン授業へも対応できるようにして行きたいと考

えています。

【 サ ー モ マ ネ ー ジ ャ ー 、 ア ク リ ル パ ー テ ー シ ョ ン の 設 置 】

外部からのウイルス感染を予防するため、施設入り口に
サーモマネージャーを設置し来園者や施設職員の検温を
正確に行う事で外部からの感染を予防し、面談室や多目
的室などの来客対応を行い、全ての部屋にもアクリルパー
テーションを設置し新型コロナウイルス感染拡大予防に施
設全体で取り組んでいます。

【 各 ユ ニ ッ ト に 空 気 清 浄 機 の 設 置 】

新型コロナウイルスのクラスター感染を起こさないようにと、
各ユニットに１台ずつ大型の空気清浄機を設置しました。
それまでもこまめな換気や、アルコール消毒も行っていました
が、１１月からの新型コロナウイルスの感染が減るどころか
感染者数は増える一方だったことから、導入することにいた
しました。

【苦 情 申 し 出 窓 口】
「社会福祉法人 花園精舎」では、子ども達が明るく元気に安心感を持って楽しく生活を送れる
快適な生活環境作りのため、意見・苦情に応じられるよう体制を整えています。

記

【 お 問い合わせ先 】
0 7 2 - 9 6 2 - 2 1 3 2

〒 5 7 8 - 0 9 2 4 東大阪市吉田5- 1 5 - 1 4
☎：072-962-2132 📠：072-962-3610
✉： h - s e i s h a @ a i r . o c n . n e . j p
H P ： h t t p : / / w w w . h - s e i s h a . c o m



行 事 報 告

神戸動物王国 アンパンマンミュージアム 食事会（デリバリー）

年内最後の行事クリスマス会を１２月２５日に行いました。
今年は、新型コロナウイルス感染対策として全児童・職員
マスクを着用し、出し物も蜜にならないようユニット毎でブロッ
クを分けて行いました。
子ども達は、皆ダンスや演劇などの出し物を早くから練習し
て来たこともあり、このコロナ禍の中でクリスマス会が中止に
ならないか不安に感じていたため、例年以上にクリスマス会
の出し物に熱が入っているように感じました。

【 神戸動物王国外出行事 】
子ども達が、嬉しそうに動物に触れ
あったり、見たりしている姿が微笑ま
しかった。初めは、怖がっていたが
「頑張る」と言いながら、ラクダやポ
ニーに乗っている姿を見て成長を
感じる事が出来ました。

【アンパンマンミュージアム外出行事】
子ども達と個別に時間をかけて、
ゆっくり周る事が出来「次はあっち、
こっち」等と楽しそうな表情を沢山見
ることが出来、とても楽しかったです。
色々なキャラクターと写真を撮った
り、アンパンマン号に歌いながら
乗ったりしている姿が微笑ましかった。

【 食 事 会 （ デ リ バ リ ー 】

普段テレビで見ているピザなどのデリバ
リーを自分たちで選び施設に届けても
らって食べるという今まで出来なった
事をコロナによる自粛期間に行った。
子ども達はとても楽しそうにピザやお寿
司を食べていました。
「また注文したい～」など喜ぶ声や表
情が沢山見ることが出来ました。



避 難 訓 練

【避難訓練の必要性を子ども達に説明する施設長】

今年度は、火災時を想定した避難訓練・地震を想定した避難訓練を月訓練と別に合計3回施設全体で実施し
ました。
建物がユニット化されたため、避難経路の確認や防災セットの配置場所の確認など子ども達と職員全体で皆、
真剣に取り組んでいました。
訓練の最後には、施設長から子ども達に今回行った訓練の必要性や避難時の注意点などが説明されました。
訓練を通してマニュアルの改善点や避難器具の使用方法などを改めて確認する事ができた。
火災警報装置・火災通報装置など新しくなったことから、万が一発報した際の対応や誤報時の対処法なども全
職員で確認を行いました。
地震の訓練では、プロジェクターを使用し職員から子ども達へ地震災害の恐ろしさやどのように対処すればよい
かの指導が行われ子ども達は真剣に話を聞いていました。
建物がユニット化したことから、災害時に迅速な避難を行うため防災キットを各ユニットに配備しました。

今年度は新型コロナウイルスの影響から施設からあまり
外出することの出来ない日々が続いたことから、調理
実習を例年よりも増やしたことにより子ども達にとって嬉し
い行事となったようです。
餃子を作るユニットや、手作りおやつを作る所などユニッ
ト毎の子ども達の個性が感じられる調理実習になったと
感じます。

【地震災害について子ども達は真剣に
話を聞いていた】

【災害時迅速に避難するため各ユニットに防災キットを配置】
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